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本論文では 8 つの実証的な研究を行った。研究 1 から研究 3 では、小学 4 年生から小学 6 年生を
対象に児童期中・後期におけるアタッチメント対象を検討した。研究 4 では、児童期中・後期にお
けるアタッチメント対象の移行および拡大について、メタ分析を行い検討した。研究 5 と研究 6 で
は、小学 4 年生から小学 6 年生を対象に児童期中・後期におけるアタッチメントの内的作業モデル

















関係性から家族外の関係性へ移行しつつあることが示された。次に、研究 5、研究 6 では機能的アプロ
ーチに基づいて同定されたアタッチメント対象に対する内的作業モデルの構造が検討された。これらの
検討の結果から、この時期の内的作業モデルの構造は，統合的組織化モデルのように構造化されている


























平成 26 年 1 月 21 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
